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▲上川内の国見地区の桜です。今年は気温が高かったせいか例年より早く花が咲きました。
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題字：猪狩　拓希さん（作成時：川内小学校６年）　

◎議会を傍聴するときは、次のことを守ってください。
　 議員の発言を批判したり、議事を妨害しない。

　 帽子、コートなどを着用したり、かさ、カメラ、録音機などを持ち込まない。

＊傍聴希望の方は、議会事務局へお申し出ください。

　次の定例議会は、
　　　　　６月に開催されます
お気軽に傍聴ください。（定員は30名です）
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令和２年度　一般会計当初予算額
93億 4,800万円可決!!

令和２年第１回定例会　３月10日から13日まで開催

令和２年度予算、令和元年度補正予算、条例改正など32議案が提出審議され全議案可決！

　令和２年第１回議会定例会は、令和２年３月 10日から 13日までの４日間の会期で開催された。
村長から提案された人事案件、条例の制定、改定、一般会計・特別会計補正予算、当初予算など
32議案を審議し、原案どおり可決した。また、３月 10日には８名の議員が一般質問を行った。

◆令和元年度　川内村一般会計補正予算（第９号）

　　	既定の歳入歳出予算の総額に 4 億 7,473 万円を減額し、予算の総額を 92 億 9,186 万 8

千円とした。

　　減額となった主な歳出は、台風 19 号に伴う復旧費関係と除染委託事業費など。

◆令和元年度　川内村国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第４号）

　　	既定の歳入歳出予算の総額に 82 万 7 千円を増額し、予算の総額を 5 億 224 万 4 千円と

した。

◆令和元年度　川内村国民健康保険直営診療施設勘定特別会計補正予算（第３号）

　　既定の歳出額内での補正で額に変更はなく、予算の総額は 1億 9,480 万 4 千円とした。

◆令和元年度　川内村農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号）

　　	既定の歳入歳出予算の総額に 4,609 万 6 千円を減額し、予算の総額を 3億 1,298 万 8 千

円とした。

◆令和元年度　川内村介護保険事業勘定特別会計補正予算（第４号）

　　	既定の歳入歳出予算の総額に 3,653 万 1 千円を減額し、予算の総額を 5億 1,989 万 1 千

円とした。

◆川内村情報公開条例の一部を改正する条例

◆川内村個人情報保護条例の一部を改正する条例

◆議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例

◆村長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例

◆職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例

◆特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例

◆川内村社会教育指導員設置等に関する条例の一部を改正する条例

◆川内村国民健康保険税条例の一部を改正する条例

◆川内村消防団設置等に関する条例の一部を改正する条例

◆川内村ミニライスセンター設置及び管理運営条例の一部を改正する条例

◆	令和２年度東日本大震災等による被災者に対する国民健康保険税等の減免に関する条例の

制定

◆	川内村いわなの郷、川内村温泉交流施設かわうちの湯及びいわなの郷体験交流館の指定管

理者の指定

◆川内村農産物直売所の指定管理者の指定

可決された議案
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◆かわうち葬祭センターふるさとの指定管理者の指定

◆工事請負変更契約の締結について　（第 39 号　町分地区宅地造成工事）

◆工事請負変更契約の締結について　（第 34 号　沼田橋補修工事）

◆工事請負変更契約の締結について　（第 36 号　神揚地区水路工事）

◆辺地に係る公共施設の総合整備計画の策定

◆令和２年度　川内村一般会計予算

　　予算額を 93 億 4,800 万円と定めた。

◆令和２年度　川内村国民健康保険事業勘定特別会計予算

　　予算額を４億 2,505 万２千円と定めた。

◆令和２年度　川内村国民健康保険直営診療施設勘定特別会計予算

　　予算額を１億 6,175 万円と定めた。

◆令和２年度　川内村農業集落排水事業特別会計予算

　　予算額を１億 439 万８千円と定めた。

◆令和２年度　川内村介護保険事業勘定特別会計予算

　　予算額を５億 1,743 万円と定めた。 

◆令和２年度　川内村介護サービス事業勘定特別会計予算

　　存目計上

◆令和２年度　川内村後期高齢者医療特別会計予算

　　予算額を 7,156 万８千円と定めた。

◆川内村教育長の任命につき同意を求めることについて

　　	教育長に上川内字中里 115 番地の１、秋元　正氏が再任、任期は令和２年４月１日から

３年

◆人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

　　	人権擁護委員に下川内字吉ノ田和 10 番地の１、高野　政義氏が再任、任期は令和２年

７月１日から３年

可決された議案

令和２年度 一般会計及び特別会計 当初予算
（単位：千円）

会　　計　　別 令和２年度 前　年　度 比　　　較

一　般　会　計 9,348,000 8,297,000 1,051,000

特
　
別
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険 425,052 436,924 △11,872

国 保 直 営 診 療 所 161,750 161,984 △234

農業集落排水事業 104,398 283,244 △178,846

介 護 保 険 事 業 517,430 519,974 △2,544

介護サービス事業 1 1 0

後 期 高 齢 者 医 療 71,568 77,881 △6,313

計 1,280,199 1,480,008 △199,809

合　　　　　　　計 10,628,199 9,777,008 851,191
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村からの行政報告
１.要望活動について
　はじめに、要望活動でありますが、12月16日には、中野洋昌（なかのひろまさ）経済産業大臣政務官

兼復興大臣政務官　が来庁され、渡邉一夫議長にも同席をいただき、移住定住のための施策の充実やワ

イン事業や住環境整備への財政支援等６項目について、要望を行いました。

２.台風19号に伴う査定結果について
　昨年10月の台風19号は、令和元年東日本台風と命名されましたが、本村では県内最大の442ミリメー

トルもの雨量を観測し、公共施設、農地・農業施設、林道施設に極めて甚大な災害をもたらしました。

この災害に伴う復旧は、国の災害査定を受け復旧事業を進めてまいりますが、昨年12月２日から先月７

日までに計７回の査定を受けたところであります。

　農地及び農業施設の災害査定は、計３回で、111地区	６億9,553万２千円、林道施設は１回の査定

で９路線20箇所	9,053万円、普通河川や村道の公共土木施設災害査定は、計３回　77箇所	12億6,582

万７千円、合わせて　208箇所　20億5,188万９千円の決定を受けております。

　また、農地災害復旧については、災害査定終了後、激甚法に基づく補助率増高申請を行い、補助率

97.9パーセントの決定を受けたところであります。

　災害復旧工事は、３年以内の復旧が原則でありますので、この期間内に全被災箇所の復旧を図ってい

くため、今後は、査定決定に伴う実施設計を行い、復旧工事を速やかに発注してまいります。

３.川内村の企業合同賀詞交歓会について
　川内村の企業合同賀詞交歓会が、１月18日、昨年に引き続き開催され、震災前からの企業に加え、震

災後新たに川内村に進出した企業や進出を計画している企業、そして、国・県・村・商工会の関係者な

ど75人が出席されました。出席者からは、「企業同士の交流、情報交換の場として有意義な機会だった。」

との声が聞かれました。

４.新型コロナウイルスについて
　新型コロナウイルス感染症が国内のみならず、世界的にも拡大しているところでありますが、去る２

月26日、総理から「今後２週間は全国的なスポーツや文化イベントの中止や延期、規模縮小」が要請さ

〇防災行政無線更新工事………………………………………… １億5,895万円
　　　防災行政無線の更新に伴う工事です。	 （消防費）

〇プレミアム付商品券事業…………………………………………… 7,500万円
　　　昨年度に引き続き今年度も商品券を販売します。
　　　　（上限　１人　60,000円　⇒　90,000円）	 （商工費）

〇川内村醸造施設整備事業……………………………………… ４億4,216万円
　　	　新たな農業への挑戦、地方創生の取り組みとしてワイン用ブドウの栽培を行ってお

り、収穫したぶどうをワイン醸造するため醸造用施設等を整備します。	（農林水産業費）

〇災害復旧事業…………………………………………………… 23億4,233万円
　　	　台風19号により被災した村道、河川、農地、農道、農業施設（水路等）及び林道などの復

旧事業等です。	 （災害復旧費）

〇教育環境整備事業……………………………………………… 14億4,244万円
　　　令和３年４月開校の義務教育学校等を整備します。	 （教育費）

《令和２年度の主な事業》
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れ、「この１・２週間が感染拡大防止に極めて重要」と述べられ、翌27日には、総理から「全国全ての小・

中学校、高等学校、特別支援学校について、３月２日から春休みまで臨時休業を行うよう」要請があっ

たことから、私としては、新型コロナウイルス対策を優先すべきと判断し、今月１日から７日まで予定

しておりました、スイスの原子力関係機関であるスイス連邦原子力安全機関から招聘のありました国際

会議への出席は取りやめることとしました。そして、２月28日には、私を本部長とする川内村新型コロ

ナウィルス感染症対策本部を設置し、情報共有を図り、関係機関と連携して対応する体制を整備いたし

ました。

　これまでは、新型コロナウイルス感染症に関する一般的な相談を行う国や県の窓口、感染の疑いのあ

る方向けに設置している保健所の帰国者・接触者相談センターの情報などを、防災無線やホームページ

で周知するとともに、各種会議や区長さんを通じて全世帯へのチラシ配布を行い、広く住民の皆様に周

知を図っているところであります。

　去る、７日には福島県内でも、感染者が確認されましたので、引き続き、村民の皆さんには手洗いや

咳エチケットの徹底など、感染拡大防止につながる行動にご協力をお願いし、早期の終息を願うところ

であります。

５.教育関係行政報告
　２月27日、国の第15回新型コロナウイルス感染症対策本部において、総理から全国全ての小・中学校、

高等学校、特別支援学校について、３月２日から春休みまで臨時休業を行うよう、また、翌日には県教

育長から３月２日以降１～２日の登校日を設けて臨時休業するよう要請がありました。これを踏まえて、

村長を交えて臨時の校長会を開催して協議した結果、本村においては３月４日から３月23日までの間、

学校保健安全法第20条に基づき小学校と中学校を臨時休業することにしました。この間の学校行事につ

いては、必要性を改めて検討して中止若しくは規模縮小、時間を短縮して実施することとし、児童生徒

には臨時休業の趣旨を周知するとともに休業中の生活と学習について指導し、担任が随時確認しており

ます。また、どうしても仕事に行かなければならない家庭への対応として、放課後子ども教室を感染防

止策を強化して終日実施するとともに保育園については休業要請対象にはなっていないことから、感染

予防策を強化して平常どおり開園しております。興学塾については、感染防止の観点から３月の講義は

閉講しております。

　一方、３月１日の第16回感染防止対策本部では、スポーツジム利用者からクラスター感染が広がった

ことを踏まえてジム利用自粛要請をしたことから、モリタロウプールの感染予防対策を強化するととも

に採暖室の利用と筋力強化教室等を中止しました。さらに、３月７日にはいわき市で感染者発生が判明

したことから、トレーニングジム全体を３月31日まで休止することにしました。今後については、感染

状況の推移を踏まえて村対策本部で協議しつつ対応してまいります。

　次に、教育環境整備事業の進捗状況については、義務教育学校建設工事は２月末現在で30％、認定こ

ども園は43%の実績で、ほぼ予定どおりの進捗と聞いております。今後は、小学校の改築工事も加わっ

てくることから、小学校機能を中学校に移設して教育活動を行いたく、今月中に引越作業を予定してお

ります。

　制服、運動着については、児童生徒、保護者等のアンケート調査を踏まえて基本デザインを絞り込み、

さらに機能性や生徒指導上の観点を加えて細部のデザインを検討しております。

　校章については、村内外から70点の応募があり、２月26日に選定委員会を開催して福島大学三浦浩喜

副学長の指導のもと第一候補から第三候補を選定しました。今後、補作、修正等を依頼して完成させて

まいります。

　義務教育学校に新たに設置する地域文化伝承教室については、先の全員協議会で説明申し上げたとこ

ろですが、平成29年度に策定した小中一貫教育・学校施設複合化施設整備基本構想の理念を体現すべく、

村の伝統文化や歴史を紹介しつつ村民同士や子供たちとの交流の場として、また、公民館的機能を加え

た施設として整備してまいりたいと思っております。また、学校施設複合化については、子供たちの放

課後健全育成、学習支援、長寿社会におけるリカレント教育機会の提供等も併せて実施すべく検討して

おります。

　開校までの課題は多々ありますが、一つひとつに真摯に向き合って１年後の開校を村民の皆様ととも

に迎えたく、議員各位におかれましては引き続きご理解とご支援をお願い申し上げ行政報告といたしま

す。
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5 令和元年度川内村一般会計補正予算
(第９号 ) 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

6 令和元年度川内村国民健康保険事業勘定特別会計補
正予算 (第４号 ) 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

7 令和元年度川内村国民健康保険直営診療施設勘定特
別会計補正予算 (第３号 ) 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

8 令和元年度川内村農業集落排水事業特別会計補正予
算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

9 令和元年度川内村介護保険事業勘定特別会計補正予
算（第４号 ) 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

10 川内村情報公開条例の一部を改正する条例について 可決 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 －

11 川内村個人情報保護条例の一部を改正する条例について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

12 議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関す
る条例の一部を改正する条例について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

13 村長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正す
る条例について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

14 職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条
例について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

15 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁
償に関する条例の一部を改正する条例について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

16 川内村社会教育指導員設置等に関する条例の一部を
改正する条例について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

17 川内村国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

18 川内村消防団設置等に関する条例の一部を改正する
条例について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

19 川内村ミニライスセンター設置及び管理運営条例の
一部を改正する条例について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

20 令和２年度東日本大震災等による被災者に対する国
民健康保険税等の減免に関する条例の制定について 可決 ○ ○ 〇 ○ 〇 ○ ○ 〇 ○ －

21
川内村いわなの郷、川内村温泉交流施設かわうちの
湯及びいわなの郷体験交流館の指定管理者の指定に
ついて

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

22 川内村農産物直売所の指定管理者の指定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

23 かわうち葬祭センターふるさとの指定管理者の指定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

24 工事請負変更契約の締結について
（第 39 号　町分地区宅地造成工事） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

25 工事請負変更契約の締結について
（第 34 号　沼田橋補修工事） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

26 工事請負変更契約の締結について
（第 36 号　神揚地区水路工事） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

27 辺地に係る公共施設の総合整備計画の策定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

28 令和２年度川内村一般会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

29 令和２年度川内村国民健康保険事業勘定特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

30 令和２年度川内村国民健康保険直営診療施設勘定特
別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

31 令和２年度川内村農業集落排水事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

32 令和２年度川内村介護保険事業勘定特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

33 令和２年度川内村介護サービス事業勘定特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

34 令和２年度川内村後期高齢者医療特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

35 川内村教育長の任命につき同意を求めることについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

諮問１ 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

○＝賛成

■各議員による採決状況
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〇一般質問の内容

通告順 議　員 質 問 事 項

１ 井出　剛弘
１．台風 19 号による復旧について

２．廃園廃校の跡地利用について

２ 井出　　茂

１．新型コロナウイルス肺炎の対策について

２．	常磐線全線開通に合わせた新常磐交通のバス運行に

ついて

３．移住促進事業について	

３ 坪井　利之 １．かわうちワイン株式会社について

４ 新妻　幸子
１．川内村所有の山林に対する補償について

２．医療費助成の継続について	

５ 高野　恒大

１．	特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償の

改定について

２．各種団体等に対する補助金等の改定について

３．東日本大震災と原発事故後の村の復興施策について

６ 佐久間武雄 １．復興創生期間 10 年目を迎えて

７ 久保田裕樹 １．第５次川内村総合計画の取り組みについて

８ 高野　政義 １．川内村民の健康について

※今回の一般質問は、一問一答方式で行われ質問者の持ち時間は 60 分以内で、納得いくまで質問、答弁が

繰り返し行われました。

一 般 質 問 ８名の議員が村の考えを質す

村政を問うここを
質す

一般質問
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こ
こ
が

聞
き
た
い　

議
員

８
名
が
登
壇

す
が
、
記
録
的
な
大
雨
を
も
た
ら
し
た

台
風
19
号
は
、
県
内
最
大
の
４
４
２
ミ

リ
メ
ー
ト
ル
の
雨
量
を
観
測
し
、
普
通

河
川
や
村
道
、
農
地
、
農
業
施
設
、
林

道
施
設
等
に
多
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。
特
に
、
農
地
や
農
業
施
設
の

被
災
は
、
震
災
以
降
、
農
業
再
生
を
復

興
の
柱
と
し
て
取
り
組
み
、
作
付
け
面

積
を
70
パ
ー
セ
ン
ト
台
ま
で
回
復
さ
せ

た
矢
先
の
被
災
で
あ
り
、
復
興
に
水
を

差
す
結
果
と
な
り
ま
し
た
が
、
一
日
も

早
く
復
旧
事
業
を
進
め
る
と
と
も
に
、

更
な
る
農
業
再
生
に
繋
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

１
つ
目
の
台
風
19
号
災
害
査
定
結
果

と
小
災
害
に
つ
い
て　

で
あ
り
ま
す

が
、
農
地
・
農
業
施
設
災
害
査
定
は
、

昨
年
12
月
２
日
か
ら
今
年
１
月
24
日
ま

で
３
回
の
査
定
を
受
け
、
１
１
１
地
区

７
億
３
，３
７
３
万
２
千
円
を
申
請
し
、

１
１
１
地
区　

６
億
９
，５
５
３
万
２

千
円
の
決
定
、
林
道
施
設
災
害
査
定

は
、
昨
年
の
12
月
16
日
か
ら
19
日
ま
で

１
回
の
査
定
を
受
け
、
９
路
線
20
箇
所

９
，８
１
５
万
７
千
円
を
申
請
し
、
９
，

０
５
３
万
円
の
決
定
、
更
に
公
共
土
木

施
設
災
害
査
定
は
、
昨
年
12
月
24
日
か

ら
今
年
１
月
７
日
ま
で
３
回
の
査
定
を

井出　剛弘議員

台
風
19
号
に
よ
る
復
旧
に
つ
い
て

質
１　

国
の
災
害
査
定
は
終
了

し
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す

が
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま

す
。ま
た
、国
の
災
害
に
該
当
し
な
か
っ

た
小
災
害
に
つ
い
て
も
あ
わ
せ
て
お
伺

い
し
ま
す
。

２　

災
害
箇
所
の
工
事
発
注
に
つ
い
て

い
つ
頃
予
定
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
、

被
害
箇
所
の
う
ち
農
地
に
つ
い
て
自
分

で
復
旧
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
所
に

つ
い
て
対
象
農
家
へ
い
つ
ど
の
よ
う
な

形
で
周
知
す
る
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

３　

農
地
に
は
被
害
が
な
く
て
も
堰
や

水
路
な
ど
農
業
用
施
設
の
被
害
の
た
め

作
付
け
で
き
な
い
と
こ
ろ
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
こ
の
周
知
に
つ
い
て
も
お
伺
い

し
ま
す
。

答
１
点
目
の
台
風
19
号
に
よ
る

復
旧
に
つ
い
て　

で
あ
り
ま

受
け
、
普
通
河
川
56
箇
所
、
村
道
21
箇

所
の
77
箇
所
、
13
億
２
２
７
万
１
千
円

を
申
請
し
、
77
箇
所　

12
億
６
，５
８

２
万
７
千
円
の
決
定
を
受
け
て
お
り
ま

す
。

　

台
風
19
号
に
伴
い
ま
す
７
回
の
災
害

査
定
結
果
は
、
合
わ
せ
て
２
０
８
箇
所

20
億
５
，１
８
８
万
９
千
円
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
災
害
復
旧
事
業
に

該
当
し
な
い
、
小
災
害
に
つ
い
て
は
、

農
地
・
農
業
施
設
災
害
が
３
２
４
箇
所
、

林
道
施
設
が
36
箇
所
、
公
共
土
木
施
設

が
51
箇
所
の
４
１
１
箇
所　

復
旧
額
が

約
１
億
２
，０
０
０
万
円
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

２
つ
目
の
災
害
復
旧
工
事
の
発
注
時

期
に
つ
い
て
、
で
あ
り
ま
す
が
、
林
道

施
設
の
災
害
復
旧
工
事
は
、
査
定
決
定

を
受
け
た
全
９
路
線
20
箇
所
に
つ
い

て
、
繰
越
明
許
と
し
て
実
施
設
計
完
了

後
に
発
注
予
定
で
あ
り
、
公
共
土
木
施

設
は
、
第
７
次
査
定
で
決
定
を
受
け
た

10
箇
所
の
河
川
災
害
復
旧
工
事
を
繰
越

明
許
と
し
て
実
施
設
計
完
了
後
に
発
注

を
予
定
し
、
残
る
46
河
川
の
復
旧
工
事

に
つ
い
て
は
令
和
２
年
度
予
算
に
計
上

し
、
発
注
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。
ま

た
、21
箇
所
の
道
路
災
害
復
旧
工
事
は
、

令
和
２
年
度
の
早
い
時
期
に
発
注
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

農
地
・
農
業
施
設
災
害
復
旧
に
つ
い

て
は
、
第
２
次
と
３
次
で
査
定
決
定
を

受
け
た
92
箇
所
を
今
年
度
の
繰
越
明
許

と
し
て
５
月
頃
に
発
注
す
る
予
定
で
あ

り
、
残
る
19
箇
所
に
つ
い
て
は
、
令
和

２
年
度
中
の
発
注
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
農
家
が
自
己
復
旧
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
箇
所
の
周
知
で
あ
り
ま

す
が
、
農
地
災
害
復
旧
事
業
と
小
災
害

復
旧
事
業
の
対
象
農
家
に
は
、
去
る
２

月
26
日
付
け
で
、
農
地
災
害
復
旧
事
業

の
申
請
通
知
を
発
送
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
通
知
が
さ
れ
て
い
な
い
農
地
は
自

己
復
旧
箇
所
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

農
地
被
災
箇
所
の
見
落
と
し
が
な
い
よ

う
に
努
め
て
お
り
ま
す
が
、
調
査
漏
れ

箇
所
に
つ
い
て
は
、
農
家
の
皆
様
か
ら

連
絡
を
頂
け
れ
ば
対
応
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

３
つ
目
の
、
農
業
施
設
の
被
災
に
よ

り
作
付
け
が
出
来
な
い
と
予
想
さ
れ
る

農
地
の
周
知
で
あ
り
ま
す
が
、
令
和
2

年
度
の
作
付
け
が
出
来
な
い
農
地
の
所

有
者
に
対
し
て
、
去
る
2
月
28
日
付
け

で
「
農
業
施
設
災
害
復
旧
事
業
へ
の
協

力
」
と
し
て
通
知
を
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
が
、
各
農
家
が
令
和
２
年
産
米

の
水
稲
作
付
け
申
請
を
す
る
際
に
も
対

象
農
家
に
対
し
て
は
直
接
説
明
を
行
っ

て
い
く
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
実
施
設
計
を
速
や
か
に
行

い
、
復
旧
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す

が
、
災
害
復
旧
事
業
は
、
3
年
以
内
の

復
旧
が
原
則
で
あ
り
ま
す
の
で
、
期
間
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こ
こ
が

聞
き
た
い　

議
員

８
名
が
登
壇

内
に
全
被
災
箇
所
の
復
旧
を
図
っ
て
い

く
計
画
で
あ
り
ま
す
。

廃
園
廃
校
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て

質
か
わ
う
ち
認
定
こ
ど
も
園
及

び
川
内
中
学
校
が
来
年
に
廃

園
、
廃
校
と
な
っ
て
供
用
が
終
了
し
ま

す
。
そ
の
た
め
跡
地
を
ど
の
よ
う
に
利

用
す
る
の
か
、
昨
年
３
月
議
会
定
例
会

で
質
問
し
ま
し
た
。
川
内
村
公
用
施
設

等
利
活
用
方
針
検
討
委
員
会
を
立
ち
上

げ
検
討
と
の
回
答
で
あ
っ
た
と
記
憶
し

て
ま
す
。
そ
の
後
施
設
活
用
と
跡
地
を

ど
の
よ
う
な
方
向
性
に
な
る
の
か　

お

伺
い
し
ま
す
。

答
２
点
目
の
廃
園
廃
校
の
跡
地

利
用
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す

が
、
昨
年
１
月
、「
川
内
村
公
用
施
設

等
利
活
用
方
針
に
つ
い
て
」
の
諮
問
を

行
い
、
川
内
村
公
用
施
設
等
利
活
用
方

針
検
討
委
員
会
に
お
い
て
議
論
が
行
わ

れ
、
昨
年
３
月
１
日
中
間
答
申
が
提
出

さ
れ
、
同
年
12
月
９
日
に
は
最
終
答
申

が
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
３
月
１
日
の
中
間
答
申
で
は
、

た
か
や
ま
倶
楽
部
を
村
づ
く
り
の
一
翼

を
担
う
、
一
般
社
団
法
人
の
拠
点
施
設

と
し
て
利
活
用
す
べ
き
と
の
答
申
が
あ

り
、
た
か
や
ま
倶
楽
部
管
理
条
例
等
を

改
正
し
、
昨
年
７
月
か
ら
一
般
社
団
法

人
か
わ
う
ち
ラ
ボ
に
指
定
管
理
を
お
願

い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

全
７
回
に
わ
た
る
委
員
会
を
通
じ
、

廃
校
小
学
校
を
役
場
庁
舎
と
し
て
活
用

し
た
西
会
津
町
の
現
状
の
視
察
な
ど
も

行
い
、
調
査
検
討
し
た
結
果
、
昨
年
12

月
９
日
の
最
終
答
申
で
は
、
令
和
３
年

３
月
末
に
廃
校
と
な
る
中
学
校
に
は
役

場
庁
舎
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
機

能
を
移
転
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

ま
た
、
か
わ
う
ち
保
育
園
は
、
大
智
学

園
高
等
学
校
か
ら
の
施
設
利
用
の
希
望

が
あ
り
、
今
後
の
大
智
学
園
高
等
学
校

側
の
利
活
用
計
画
に
よ
っ
て
判
断
を
す

べ
き
と
の
答
申
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
併
せ
て
、
移
転
に
よ
り
使
用
さ

れ
な
く
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

は
老
朽
化
や
構
造
的
な
問
題
か
ら
取
り

壊
し
、
体
育
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

耐
震
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
こ
と
か

ら
同
じ
く
解
体
す
べ
き
と
の
答
申
内
容

で
あ
り
ま
し
た
。
更
に
、
旧
富
岡
高
校

川
内
校
の
校
庭
を
含
め
廃
校
と
な
る
中

学
校
周
辺
に
つ
い
て
の
整
備
計
画
を
策

定
し
、
有
効
に
利
活
用
す
べ
き
と
の
答

申
が
な
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
来
年

度
に
お
い
て
、
中
学
校
校
舎
が
役
場
庁

舎
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
機
能
移

転
に
対
応
で
き
る
か
建
物
調
査
を
行
う

た
め
の
経
費
を
計
上
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
そ
れ
ら
の
結
果
を
踏
ま
え
て
整
備

方
針
を
策
定
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

井出　　茂議員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
肺
炎
の
対
策
に

つ
い
て

質
日
本
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
者
は
２
月
16
日
現

在
で
、
44
名　

う
ち
死
亡
者
１
名
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
感
染
力
は
強
い
も

の
の
重
症
化
し
て
死
亡
す
る
ケ
ー
ス
と

し
て
は
、
糖
尿
病
や
心
不
全
の
患
者
、

人
工
透
析
や
免
疫
抑
制
剤
、
抗
が
ん
剤

を
使
っ
て
い
る
人
な
ど
と
発
表
さ
れ
て

い
ま
す
。
又
、
国
立
感
染
研
究
所
の
指

導
に
よ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
「
風
邪
の

症
状
を
感
じ
た
ら　

ま
ず
は
自
宅
療

養
。
だ
る
さ
、
発
熱
、
呼
吸
器
症
状
が

出
た
ら
、
厚
生
省
な
ど
の
相
談
セ
ン

タ
ー
に
電
話
を
し
て
ほ
し
い
と
発
表
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
川
内
村
は
今
後
、
感
染
予

防
の
啓
蒙
活
動
や
相
談
窓
口
の
周
知
等

ど
の
様
に
考
え
て
い
る
の
か　

お
伺
い

し
ま
す
。

答
１
点
目
の
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
肺
炎
の
対
策
に
つ
い

て　

で
あ
り
ま
す
が
、
村
で
は
、
2
月

28
日　

感
染
予
防
及
び
拡
大
防
止
対
策

の
徹
底
の
た
め
、
村
長
を
本
部
長
と
し

た
川
内
村
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
対
策
本
部
を
設
置
し
、
情
報
共
有
を

図
る
と
と
も
に
、
各
課
連
携
の
も
と
一

丸
と
な
っ
て
対
応
す
る
体
制
を
整
備
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、「
せ
き
エ
チ
ケ
ッ
ト
や
手
洗

い
の
徹
底
等
の
感
染
予
防
対
策
に
つ
い

て
の
情
報
」
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
症
に
関
す
る
、「
一
般
的
な
問
い

合
わ
せ
を
行
う
窓
口
」
や
「
感
染
の
疑

い
の
あ
る
方
が
相
談
す
る
帰
国
者
・
接

触
者
相
談
セ
ン
タ
ー
」
の
情
報
を
、
防

災
行
政
無
線
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知

ら
せ
し
て
お
り
ま
す
。
併
せ
て
、
公
共

施
設
等
で
の
チ
ラ
シ
の
掲
示
や
全
世
帯

へ
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、
広
く
住
民
の
皆

様
に
周
知
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
村
内
の
交
流
施
設
や

福
祉
施
設
に
対
し
て
、
職
員
の
健
康
管

理
や
感
染
予
防
に
つ
い
て
助
言
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
国
・

県
か
ら
の
情
報
を
迅
速
に
お
伝
え
し
、
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こ
こ
が

聞
き
た
い　

議
員

８
名
が
登
壇

新妻　幸子議員

川
内
村
所
有
の
山
林
に
対
す
る
補
償
に

つ
い
て

質
昨
年
一
般
質
問
を
し
て
お
り

ま
す
が
再
度
質
問
致
し
ま

す
。
あ
の
大
震
災
と
原
発
事
故
か
ら
３

月
で
９
年
が
経
過
致
し
ま
す
。
山
林
王

国
の
わ
が
村
は
、
山
の
恩
恵
を
受
け
て

生
活
が
成
り
立
っ
て
お
り
ま
し
た
。
原

発
事
故
後
、
個
人
所
有
の
山
林
に
つ
い
て

は
東
京
電
力
か
ら
補
償
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
村
所
有
の
山
林
に
つ
い
て
は
、
村

に
未
だ
補
償
が
示
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

現
在
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
お
伺
い
し

ま
す
。答

1
点
目
の
川
内
村
所
有
の

山
林
に
対
す
る
補
償
に
つ

い
て　

で
あ
り
ま
す
が
、
部
分
林
や
家

経
林
な
ど
の
、
自
治
体
と
個
人
が
契
約

し
て
い
る
分
収
林
に
お
け
る
立
木
に
つ

い
て
は
、
原
子
力
損
害
賠
償
紛
争
審
議

会
か
ら
の
中
間
指
針
、
第
４
次
追
補
が

出
さ
れ
た
と
同
時
に
、
村
持
分
に
対
す

る
立
木
賠
償
請
求
を
行
い
、
議
員
ご
承

知
の
と
お
り
、
平
成
29
年
３
月
末
で
受

入
れ
が
完
了
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

富
岡
町
～
川
内
村
間
の
路
線
に
つ
い
て

関
係
機
関
の
福
島
県
や
富
岡
町
、
新
常

磐
交
通
株
式
会
社
と
協
議
を
重
ね
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
今
年
4
月
1
日
経
路

等
変
更
申
請
中
の
も
の
で
は
、
こ
れ
ま

で
の
一
日
3
便
平
日
の
み
の
運
行
は
変

更
な
く
、
車
庫
前
発
が
5
分
遅
れ
の
午

前
6
時
30
分
、
夜
ノ
森
駅
７
時
3
分
経

由
、
富
岡
駅
７
時
24
分
着
と
な
り
、
常

磐
線
上
り
7
時
30
分
発
、
下
り
7
時
50

分
発
に
接
続
す
る
計
画
で
あ
り
、
高
等

学
校
へ
の
登
校
は
広
野
駅
７
時
47
分
着
の

利
用
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

日
中
の
便
に
つ
き
ま
し
て
は
、
夜
ノ

森
駅
経
由
と
な
り
若
干
の
時
間
の
変
更

と
な
り
ま
す
。

　

夕
方
の
便
に
つ
き
ま
し
て
は
、
富
岡

駅
常
磐
線
下
り
17
時
27
分
着
、
上
り
17

時
23
分
着
の
列
車
を
待
っ
て
、
17
時
35

分
発
、
夜
ノ
森
駅
経
由
、
車
庫
前
18
時

29
分
着
と
若
干
の
改
正
と
な
り
ま
す
。

利
便
性
の
向
上
の
た
め
、
始
発
の
前
倒

し
、
最
終
の
延
長
を
お
願
い
し
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
現
時
点
で
は
事
業
者
側

の
運
行
可
能
な
時
刻
で
の
運
行
で
あ

り
、
や
む
な
く
承
諾
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
時
刻
の
変
更
や
増
便
を

感
染
症
対
策
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

常
磐
線
全
線
開
通
に
合
わ
せ
た
新
常
磐

交
通
の
バ
ス
運
行
に
つ
い
て

質
東
日
本
大
震
災
と
原
発
事
故

の
影
響
に
よ
り
不
通
と
な
っ

て
い
る
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
富
岡
～
浪
江
間

は
、
３
月
14
日
に
運
行
を
再
開
し
、
広

野
―
原
ノ
町
間
で
普
通
列
車
を
１
日
上

下
22
本
運
行
す
る
。
特
急
ひ
た
ち
は
品

川
・
上
野
―
仙
台
で
１
日
上
下
６
本
運

転
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
お
伺
い
し
ま
す
が
、
通
勤
・

通
学
に
利
用
出
来
る
よ
う
に
バ
ス
の
便

の
確
保
は
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。
現
在

こ
の
事
に
つ
い
て
交
渉
さ
れ
て
い
る
の

か
、
い
る
と
す
れ
ば
ど
の
よ
う
な
進
捗

状
況
な
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

答
２
点
目
の
常
磐
線
全
線
開

通
に
合
わ
せ
た
新
常
磐
交

通
の
バ
ス
運
行
に
つ
い
て　

で
あ
り
ま

す
が
、
常
磐
線
全
線
再
開
通
に
つ
き
ま

し
て
は
、
沿
線
自
治
体
は
も
と
よ
り
本

村
に
お
い
て
も
待
望
の
再
開
通
で
あ

り
、
復
興
の
加
速
や
地
域
の
活
性
化
を
期

待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

村
は
こ
れ
ま
で
、
再
開
通
に
合
わ
せ

要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

移
住
促
進
事
業
に
つ
い
て

質
政
府
は
、
東
京
電
力
福
島
第

一
原
発
事
故
に
よ
り
避
難
区

域
が
設
置
さ
れ
た
12
市
町
村
や
県
な
ど

に
対
し
て
、
避
難
指
示
解
除
地
域
等
へ

の
移
住
を
促
す
た
め
の
交
付
金
を
措
置

す
る
方
針
を
固
め
た
。
避
難
指
示
が
解

除
さ
れ
て
も
住
民
の
帰
還
が
進
ま
な
い

自
治
体
に
と
っ
て
人
口
減
に
よ
り
担
い

手
不
足
や
税
収
減
が
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
帰
還
環
境

整
備
に
加
え
、
移
住
者
を
呼
び
込
む
こ

と
で
定
住
者
を
増
や
す
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
交
付
金
は
２
０
２
０
年
度
末
ま

で
の
「
復
興
・
創
生
期
間
」
後
の
復
興

を
見
据
え
２
０
２
１
年
度
か
ら
移
住
促

進
政
策
を
行
う
と
さ
れ
、
全
額
国
費
と

な
る
福
島
再
生
加
速
化
交
付
金
で
対
応

す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

川
内
村
の
第
５
次
総
合
計
画
と
の
整

合
性
が
か
な
り
の
部
分
で
あ
る
か
と
推

測
さ
れ
ま
す
。

　

２
０
２
１
年
度
の
交
付
金
に
合
わ
せ

て
子
育
て
世
帯
の
帰
還
支
援
教
育
環
境

の
整
備
、
観
光
な
ど
に
よ
る
「
交
流
人

口
」
被
災
地
と
継
続
的
に
関
わ
る
「
関

係
人
口
」
の
掘
り
起
こ
し
に
向
け
た
施

策
な
ど
、
さ
ら
に
具
体
的
な
内
容
の
検

討
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。
各
課
横
断

的
連
携
と
か
わ
う
ち
ラ
ボ
等
を
中
心
と

し
た
検
討
委
員
会
の
立
ち
上
げ
が
必
要

か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
今
後
の
方
針
を

お
伺
い
い
た
し
ま
す

答
３
点
目
の
移
住
促
進
事
業

に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、

昨
年
12
月
20
日
閣
議
決
定
さ
れ
た
、「
復

興
・
創
生
期
間
」
後
に
お
け
る
「
東
日

本
大
震
災
か
ら
の
復
興
基
本
方
針
」
に

は
、
帰
還
環
境
整
備
に
加
え
、
本
村
が

再
三
要
望
し
て
ま
い
り
ま
し
た
移
住
の

促
進
や
交
流
人
口
・
関
係
人
口
の
拡
大

な
ど
、
新
た
な
活
力
を
呼
び
込
む
た
め

の
取
組
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
更
に
去
る
3
月
3
日
に
は
福

島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正

法
案
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
今
国
会
に
提

出
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

議
員
の
ご
質
問
に
あ
り
ま
す
、
新
た
な

住
民
の
移
住
の
促
進
や
交
流
・
関
係
人

口
の
拡
大
に
係
る
施
策
が
追
加
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、こ
れ
ま
で
の
施
策
に
加
え
、

令
和
3
年
度
か
ら
の
交
付
金
を
活
用
し

た
施
策
の
実
施
に
向
け
て
、
役
場
内
の

課
長
等
で
組
織
す
る
「
政
策
会
議
」
に

よ
り
横
断
的
連
携
を
図
り
、
一
般
社
団

法
人
か
わ
う
ち
ラ
ボ
等
と
情
報
を
共
有

し
て
参
り
ま
す
。
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こ
こ
が

聞
き
た
い　

議
員

８
名
が
登
壇

坪井　利之議員

か
わ
う
ち
ワ
イ
ン
株
式
会
社
に
つ
い
て

質
１　

前
回
の
定
例
会
一
般
質

問
に
お
い
て
醸
造
施
設
整
備

事
業
に
関
す
る
福
島
県
再
生
加
速
化
交

付
金
の
交
付
を
受
け
る
た
め
の
本
申
請

を
１
月
に
行
う
と
の
事
で
し
た
が
そ
の

後
の
進
捗
状
況
を
伺
い
ま
す
。

２　

か
わ
う
ち
ワ
イ
ン
株
式
会
社
は
２

０
１
９
年
10
月
29
日
の
株
主
総
会
の
決

議
に
よ
り
役
員
改
選
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
新
体
制
に
よ
る
今
後
の
経
営
方
針

及
び
経
営
戦
略
を
伺
い
ま
す
。

答
１
点
目
の
、
醸
造
施
設
整
備

事
業
に
関
す
る
福
島
再
生

加
速
化
交
付
金
、
本
申
請
の
進
捗
状
況

で
あ
り
ま
す
が
、
令
和
元
年
第
４
回
定

例
議
会
に
お
い
て
答
弁
し
た
通
り
、
国

及
び
県
か
ら
指
摘
の
あ
っ
た
事
項
に
つ

い
て
整
理
し
、
福
島
県
か
ら
国
に
対
し

て
令
和
２
年
１
月
15
日
に
本
申
請
を
提

出
し
、
現
在
は
国
の
各
省
で
協
議
中
で

あ
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　

２
点
目
の
、
会
社
の
新
体
制
に
よ
る

今
後
の
経
営
方
針
及
び
経
営
戦
略
で
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は

株
式
会
社
の
内
部
の
問
題
と
解
釈
し
て

お
り
ま
す
が
、
会
社
の
経
営
方
針
と
し

ま
し
て
は
、「
ま
ず
は
、
良
質
な
ブ
ド

ウ
の
安
定
生
産
と
管
理
運
営
体
制
の
整

備
、
ワ
イ
ン
の
醸
造
体
制
・
販
売
体
制

の
構
築
、
ワ
イ
ン
事
業
を
核
と
し
た
連

携
と
情
報
の
発
信
に
よ
り
ワ
イ
ン
で
も

の
づ
く
り
、
ワ
イ
ン
で
人
づ
く
り
、
ワ

イ
ン
で
仕
事
づ
く
り
を
目
指
し
、
川
内

村
の
新
た
な
魅
力
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
き
た
い
。」、
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　

村
と
し
ま
し
て
は
、
会
社
の
株
主
と

し
て
の
責
任
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
地

域
の
皆
様
に
ご
理
解
を
頂
け
る
よ
う
会

社
の
事
業
に
つ
い
て
は
し
っ
か
り
サ

ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

新妻　幸子議員

川
内
村
所
有
の
山
林
に
対
す
る
補
償
に

つ
い
て

質
昨
年
一
般
質
問
を
し
て
お
り

ま
す
が
再
度
質
問
致
し
ま

す
。
あ
の
大
震
災
と
原
発
事
故
か
ら
３

月
で
９
年
が
経
過
致
し
ま
す
。
山
林
王

国
の
わ
が
村
は
、
山
の
恩
恵
を
受
け
て

生
活
が
成
り
立
っ
て
お
り
ま
し
た
。
原

発
事
故
後
、
個
人
所
有
の
山
林
に
つ
い
て

は
東
京
電
力
か
ら
補
償
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
村
所
有
の
山
林
に
つ
い
て
は
、
村

に
未
だ
補
償
が
示
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

現
在
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
お
伺
い
し

ま
す
。答

1
点
目
の
川
内
村
所
有
の

山
林
に
対
す
る
補
償
に
つ

い
て　

で
あ
り
ま
す
が
、
部
分
林
や
家

経
林
な
ど
の
、
自
治
体
と
個
人
が
契
約

し
て
い
る
分
収
林
に
お
け
る
立
木
に
つ

い
て
は
、
原
子
力
損
害
賠
償
紛
争
審
議

会
か
ら
の
中
間
指
針
、
第
４
次
追
補
が

出
さ
れ
た
と
同
時
に
、
村
持
分
に
対
す

る
立
木
賠
償
請
求
を
行
い
、
議
員
ご
承

知
の
と
お
り
、
平
成
29
年
３
月
末
で
受

入
れ
が
完
了
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

公
有
財
産
の
賠
償
に
つ
き
ま
し
て

は
、
原
子
力
損
害
賠
償
紛
争
審
査
会
、

及
び
東
京
電
力
は
、
公
共
財
物
の
賠
償

に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
を
ま
と

め
、
賠
償
手
続
き
の
簡
略
化
や
迅
速
化

を
考
慮
の
上
、
一
律
の
基
準
で
賠
償
す

る
の
が
適
当
で
あ
る
と
発
表
し
て
お

り
、
公
有
林
の
立
木
賠
償
も
、
こ
れ
に

類
す
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

「
原
子
力
損
害
賠
償
審
査
会
に
お
け

る
地
方
公
共
団
体
の
財
物
賠
償
」
に
関

し
、
賠
償
の
基
準
は
民
間
財
物
と
同
等

と
し
、
東
京
電
力
が
基
準
を
示
し
た
上

で
、
県
や
市
町
村
と
個
別
に
協
議
を

行
っ
て
賠
償
額
を
算
定
す
る
と
し
て
お

り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
東
京
電
力

は
、
今
年
２
月
20
日
「
公
共
財
物
に
お

け
る
立
木
の
賠
償
に
係
る
案
内
」
を
発

行
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
内
容
は
、「
山
林
に
つ
い
て
は
、

販
売
を
目
的
と
す
る
営
林
な
ど
に
お
け

る
収
入
の
減
少
や
追
加
的
費
用
を
要
す

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
賠
償
の
対
象
と

す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
」
と
し
て
い

る
た
め
、
賠
償
請
求
に
向
け
、
旧
避
難

指
示
区
域
内
と
旧
緊
急
時
避
難
準
備
区

域
内
に
所
有
す
る
直
営
林
に
つ
い
て
、

販
売
実
績
や
伐
採
計
画
、
所
在
、
林
種

及
び
面
積
等
を
立
証
す
る
資
料
の
整
理

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
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こ
こ
が

聞
き
た
い　

議
員

８
名
が
登
壇

ら
の
証
慿(
し
ょ
う
ひ
ょ
う)

が
整
い
次

第
速
や
か
に
請
求
を
行
う
予
定
で
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
森
林
整
備
セ
ン
タ
ー(

旧
公

団
造
林)

や
官
行
造
林
、
県
行
造
林
等

の
分
収
契
約
地
の
賠
償
請
求
も
現
況
確

認
、
資
料
の
整
理
な
ど
請
求
準
備
を
進

め
、
分
収
契
約
者
と
協
議
し
な
が
ら
賠

償
基
準
が
策
定
さ
れ
た
段
階
で
、
速
や

か
に
損
害
賠
償
請
求
を
行
い
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

医
療
費
助
成
の
継
続
に
つ
い
て

質
村
民
は
大
震
災
に
続
い
て
昨

年
10
月
の
台
風
19
号
で
甚
大

な
被
害
を
受
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ

の
様
な
状
況
の
も
と
医
療
費
補
助
継
続

を
強
く
希
望
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
実

現
の
為
、
県
、
国
に
対
し
陳
情
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
現

在
の
状
況
を
説
明
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

答
２
点
目
の
医
療
費
助
成
の

継
続
に
つ
い
て　

で
あ
り

ま
す
が
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
事
故
に
伴
う
避
難
指
示
区
域
等

に
お
け
る
被
保
険
者
等
の
一
部
負
担
金

及
び
保
険
料
の
免
除
措
置
に
つ
い
て
、

２
月
14
日
付
け
で
、
県
を
通
じ
て
国
か

ら
財
政
支
援
を
延
長
す
る
旨
の
通
知
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
国
民
健
康
保
険
の

被
保
険
者
、
後
期
高
齢
被
保
険
者
に
つ

き
ま
し
て
は
、
引
き
続
い
て
、
上
位
所

得
者
や
震
災
後
の
転
入
者
を
除
き
、
被

保
険
者
等
の
一
部
負
担
金
及
び
保
険
料

に
つ
き
ま
し
て
は
免
除
と
な
る
た
め
、

免
除
の
た
め
の
証
明
書
を
発
送
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

高野　恒大議員

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬

及
び
費
用
弁
償
の
改
定
に
つ
い
て

質
村
で
は
、
特
別
職
の
非
常
勤

職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

を
定
め
て
お
り
ま
す
が
、
近
年
の
社
会

情
勢
は
、
複
雑
多
様
化
し
て
お
り
、
ま

た
、
東
日
本
大
震
災
と
原
発
事
故
後
に

お
い
て
は
、
特
別
職
の
非
常
勤
職
員
に

求
め
ら
れ
る
役
割
は
重
要
で
、
そ
の
負

担
は
非
常
に
大
き
い
も
の
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
特
別
職
の

非
常
勤
職
員
の
活
動
を
よ
り
一
層
充
実

さ
せ
る
た
め
、
報
酬
及
び
費
用
弁
償
を

改
定
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す

が
、村
長
の
お
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答
１
点
目
の
特
別
職
の
職
員

で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬

及
び
費
用
弁
償
の
改
定
に
つ
い
て　

で

あ
り
ま
す
が
、
非
常
勤
の
特
別
職
の
報

酬
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
29
年
12
月

に
農
業
委
員
会
に
関
す
る
法
律
の
改
正

に
よ
る
も
の
が
直
近
の
改
正
で
あ
り
ま

す
。
各
種
委
員
の
改
正
に
つ
き
ま
し
て

は
平
成
28
年
４
月
、
行
政
区
長
及
び
代

理
者
の
職
務
の
内
容
等
を
考
慮
し
、
増

額
の
改
定
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

今
後
も
、
社
会
情
勢
や
職
務
の
状
況

等
を
見
な
が
ら
、
判
断
し
て
ま
い
り
ま

す
。

各
種
団
体
等
に
対
す
る
補
助
金
等
の
改

定
に
つ
い
て

質
村
当
局
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

財
政
ひ
っ
迫
の
中
に
あ
っ
て
、

各
種
団
体
等
に
対
す
る
補
助
金
等
の
助

成
を
い
た
だ
き
、
感
謝
申
し
上
げ
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
は
、
少
子
・

高
齢
化
や
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
っ

て
、
各
種
団
体
の
経
済
的
負
担
は
、
大

き
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
つ
き

ま
し
て
は
、
各
種
団
体
等
の
活
動
を
今

後
も
継
続
し
て
い
く
た
め
、
補
助
金
等

の
改
定
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、
村
長

の
お
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答
２
点
目
の
各
種
団
体
等
に

対
す
る
補
助
金
等
の
改
定

に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
各
種
団
体

の
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
議
員
の
ご

質
問
に
あ
り
ま
す
と
お
り
、
少
子
高
齢

化
や
社
会
情
勢
の
影
響
を
受
け
や
す
い

も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
従
い
ま
し

て
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
実
績
や
事
業
計

画
に
よ
っ
て
、
そ
の
都
度
見
直
し
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今

後
も
、
各
種
団
体
の
活
動
状
況
や
活
動

計
画
に
よ
っ
て
、
個
々
具
体
的
に
判
断

し
て
ま
い
り
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
と
原
発
事
故
後
の
村
の

復
興
施
策
に
つ
い
て

質
東
日
本
大
震
災
と
原
発
事
故

か
ら
今
年
で
10
年
目
を
迎
え

よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
間
、
村

当
局
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
村
長
を
は

じ
め
、
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
村
民

の
避
難
か
ら
帰
村
、
そ
し
て
復
興
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
、
そ
の
成
果
が
見

ら
れ
ま
す
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
東
日
本
大
震
災
と

原
発
事
故
に
よ
っ
て
村
の
現
在
の
状
況
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こ
こ
が

聞
き
た
い　

議
員

８
名
が
登
壇

は
、
人
口
の
減
少
と
少
子
・
高
齢
化
に

拍
車
が
か
か
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
今
後
の
村

の
活
性
化
対
策
が
必
要
と
考
え
ま
す

が
、
次
の
２
点
に
つ
い
て
、
村
長
の
お

考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

⑴ 

高
齢
化
対
策
と
し
て
の
医
療
及
び
福

祉
の
充
実
に
つ
い
て

⑵ 

村
の
活
性
化
を
図
る
た
め
の
若
者
定

住
対
策
に
つ
い
て

答
３
点
目
の
東
日
本
大
震
災

と
原
発
事
故
後
の
村
の
復

興
施
策
に
つ
い
て　

で
あ
り
ま
す
が
、

一
つ
目
の
、
高
齢
化
対
策
と
し
て
の
医

療
及
び
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て
お
答
え

い
た
し
ま
す
。

　

高
齢
化
対
策
と
し
て
の
医
療
に
つ
き

ま
し
て
は
、
現
在
、
川
内
村
国
保
診
療

所
に
お
い
て
、
内
科
・
歯
科
の
診
療
に

加
え
て
、整
形
外
科
・
心
療
内
科
・
眼
科
・

消
化
器
内
科
の
専
門
外
来
を
開
設
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き
こ
の

診
療
体
制
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
受

診
や
入
退
院
後
の
治
療
が
ス
ム
ー
ズ
に

行
え
る
よ
う
、
関
係
医
療
機
関
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
医
療
を
提

供
し
、
保
健
師
や
栄
養
士
・
薬
剤
師
等

の
専
門
職
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

が
連
携
し
な
が
ら
、
村
民
の
皆
様
が
在

宅
に
お
い
て
も
、
安
心
し
て
治
療
や
療

養
が
で
き
る
体
制
を
今
後
も
継
続
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
高
齢
者
の
福
祉
に
つ
き
ま
し

て
、
国
で
は
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢

者
に
な
る
２
０
２
５
年
を
目
途
に
高
齢

者
の
尊
厳
の
保
持
と
自
立
生
活
の
支
援

の
目
的
の
も
と
で
、
可
能
な
限
り
住
み

慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を

人
生
の
最
後
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
医
療
・
介
護
・
予
防
・
住
ま

い
・
生
活
支
援
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ

る
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構

築
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
の
、
村
の
高
齢
者
福
祉
に
つ
き

ま
し
て
は
、
現
在
行
っ
て
い
る
、
外
出

支
援
サ
ー
ビ
ス
や
配
食
サ
ー
ビ
ス
、
緊

急
通
報
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
引
き
続
き
実

施
し
、
介
護
予
防
の
推
進
を
は
じ
め
、

地
域
ケ
ア
会
議
や
在
宅
医
療
・
介
護
連

携
の
さ
ら
な
る
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
増
加
傾
向
に
あ
る
認
知

症
の
施
策
と
し
て
認
知
症
初
期
集
中
支

援
チ
ー
ム
や
認
知
症
カ
フ
ェ
の
運
営
、

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
協
議

体
と
連
携
し
な
が
ら
、
地
域
に
お
け
る

多
様
な
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で

き
る
よ
う
な
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
、
高
齢
者

の
社
会
参
加
・
社
会
的
役
割
を
持
て
る

よ
う
な
生
き
が
い
づ
く
り
、
地
域
で
の

支
え
あ
い
や
見
守
り
体
制
の
充
実
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

二
つ
目
の
、
村
の
活
性
化
を
図
る
た

め
の
若
者
定
住
対
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、
第
５
次
総
合
計
画
に
お
い
て
、
若

者
を
初
め
村
民
一
人
一
人
が
希
望
を

持
っ
て
暮
ら
せ
る
よ
う
な
、
そ
し
て
多

く
の
人
々
を
引
き
つ
け
る
よ
う
な
魅
力

あ
る
村
づ
く
り
を
基
本
目
標
と
し
て
、

交
流
人
口
の
拡
大
、
産
業
振
興
、
生
活

環
境
整
備
を
推
進
す
る
こ
と
で
移
住
・

定
住
者
人
口
を
増
や
し
、
活
気
を
生
み

出
そ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

基
本
政
策
の
１
つ
目
は
、『
村
な
ら

で
は
の
資
源
を
生
か
し
た
魅
力
的
な

「
し
ご
と
」
づ
く
り
』
と
し
ま
し
て
、

川
内
の
郷
か
え
る
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
実

施
、
醸
造
貯
蔵
施
設
整
備
、
ふ
く
し
ま

森
林
再
生
事
業
、
田
ノ
入
工
業
団
地
へ

の
立
地
促
進
、
福
島
事
業
再
開
・
帰
還

促
進
事
業
と
し
て
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
事
業
な
ど
。
２
つ
目
の
「
交
通
・
通

信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
充
」
で
は
、
国

道
３
９
９
号
線
や
主
要
地
方
道
小
野
・

富
岡
線
、
富
岡
大
越
線
改
良
事
業
の
促

進
、光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
施
設
運
営
管
理
。

３
つ
目
の
「
健
康
で
安
心
し
て
生
活
で

き
る
環
境
づ
く
り
」
で
は
、
子
育
て
環

境
の
整
備
と
し
て
保
育
料
無
料
化
の
維

持
や
在
宅
保
育
支
援
手
当
支
給
、
ひ
と

り
親
世
帯
移
住
支
援
事
業
。
４
つ
目
の

「
安
心
・
安
全
な
快
適
環
境
の
村
づ
く

り
」
で
は
、
町
分
地
区
の
住
環
境
整
備

事
業
、
新
築
住
宅
補
助
事
業
、
空
き
家

対
策
支
援
事
業
。
５
つ
目
の
「
心
豊
か

な
人
と
文
化
を
育
む
村
づ
く
り
」で
は
、

教
育
環
境
整
備
、
学
校
給
食
無
償
化
事

業
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
事
業
、
高

等
学
校
生
徒
遠
距
離
通
学
助
成
事
業
、

興
学
塾
運
営
事
業
な
ど
を
重
点
施
策
と

し
て
実
施
し
、
総
合
的
に
若
者
定
住
の

対
策
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

佐久間武雄議員

復
興
創
生
期
間
10
年
目
を
迎
え
て

質
あ
の
震
災
と
原
発
事
故
か
ら

９
年
が
経
過
し
村
は
被
災
の

な
か
、
い
ち
早
く
帰
還
し
村
民
誰
も
が

戻
れ
る
環
境
づ
く
り
へ
様
々
な
施
策
を

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
馴

れ
な
い
環
境
の
な
か
苦
労
の
連
続
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
９
年
間
を
振
り
返
り
、

村
長
と
し
て
ど
の
様
に
感
じ
、そ
し
て
、
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こ
こ
が

聞
き
た
い　

議
員

８
名
が
登
壇

復
興
創
生
期
間
10
年
目
を
迎
え
村
づ
く

り
の
仕
上
げ
の
時
期
と
思
っ
て
お
り
ま

す
が
村
長
と
し
て
ど
の
様
に
考
え
て
い

る
の
か
、
ま
た
、
総
仕
上
げ
時
期
と
す

れ
ば
課
題
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
村

長
に
お
伺
い
し
ま
す
。

答
新
復
興
創
生
期
間
10
年
目

を
迎
え
て
に
つ
い
て　

で

あ
り
ま
す
が
、
震
災
原
発
事
故
後
、
私

た
ち
は
、
山
積
す
る
課
題
に
対
処
す
る

た
め
の
前
例
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
ノ
ウ
ハ

ウ
が
な
い
ま
ま
、
手
探
り
の
状
態
で
復

旧
・
復
興
の
歩
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
間
、
様
々
な
不
条
理
や
軋
轢
、
ジ

レ
ン
マ
と
戦
い
、
も
が
き
、
い
つ
も
何

か
に
追
い
立
て
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
緊

張
感
に
満
ち
溢
れ
、
痺
れ
る
よ
う
な
時

間
を
感
じ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、

心
を
定
め
て
前
に
進
ん
で
き
た
よ
う
な

思
い
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
私
に
と
っ
て
、
と
て
も
エ

キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
で
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
時

間
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

先
行
き
が
見
え
な
い
不
安
と
、
孤
立

感
の
中
で
、
一
通
の
手
紙
が
私
の
背
中

を
押
し
て
く
れ
ま
し
た
。「
な
ん
で
こ

う
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
？
寝
る
と
き
泣

い
て
い
ま
す
。も
う
都
会
は
い
い
で
す
。

川
内
村
に
帰
り
た
い
、
村
長
さ
ん
何
と

か
し
て
く
だ
さ
い
。」
と
い
う
千
葉
県

に
避
難
し
た
中
学
生
か
ら
の
手
紙
で
し

た
。

　

10
年
目
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
こ

れ
ま
で
復
興
の
支
え
に
し
て
き
た
三
つ

の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
申
し
上
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、「
感
謝
」
で
す
。
こ
れ

ま
で
国
・
県
を
は
じ
め
、
村
内
外
か
ら

物
心
両
面
で
多
く
の
支
援
を
い
た
だ
い

て
ま
い
り
ま
し
た
。
お
陰
様
で
、
現
在

約
8
割
の
村
民
が
村
内
で
、
当
た
り
前

の
生
活
を
少
し
ず
つ
取
り
戻
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。
川
内
村
に
思
い
を
寄
せ
て
く

れ
る
多
く
の
方
々
の
支
援
と
ご
縁
に
、

「
感
謝
」
の
気
持
ち
を
忘
れ
て
は
い
け

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、「
希
望
」
で
す
。
心
が

折
れ
そ
う
な
状
況
に
あ
り
な
が
ら
も
、

一
歩
一
歩
前
に
進
め
て
き
た
過
程
で
、

判
断
に
迷
う
場
面
や
大
き
な
危
機
を
経

験
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
危
機
や
課
題

を
「
希
望
」
に
変
え
、
互
い
に
助
け
合

う
力
を
身
に
付
け
、「
必
ず
復
興
さ
せ

る
。」
と
い
う
「
希
望
」
を
持
っ
て
前
に

進
ん
で
来
ま
し
た
。

　

三
つ
目
は
、「
挑
戦
」
で
す
。
復
興

は
未
知
な
る
も
の
へ
の
「
挑
戦
」
で
も

あ
り
、
新
し
い
も
の
を
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
し
て
い
く
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
9
年
間
は
正
に「
挑
戦
」

の
連
続
で
あ
り
、
し
か
も
全
て
の
挑
戦

が
必
ず
し
も
上
手
く
い
っ
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ひ
た
す
ら
前

を
向
き
、
反
省
と
教
訓
を
積
み
重
ね
な

が
ら
「
挑
戦
」
し
続
け
て
き
た
よ
う
な

思
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

10
年
の
節
目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

も
う
一
度
お
世
話
に
な
っ
た
皆
様
へ
の

「
感
謝
」
と
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
力
に

変
え
、「
希
望
」
を
持
ち
な
が
ら
、
新
た

な
時
代
を
切
り
拓
く
「
挑
戦
」
を
進
化

さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

課
題
は
、
急
激
な
人
口
減
少
と
超
高

齢
化
社
会
、
そ
し
て
復
興
の
反
動
減
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

復
興
と
地
方
創
生
、
人
口
減
少
、
更
に

台
風
被
害
か
ら
の
復
旧
を
同
時
並
行
・

一
体
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

久保田裕樹議員

第
５
次
川
内
村
総
合
計
画
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

質
こ
の
第
５
次
総
合
計
画
概
要

版
に
あ
る
基
本
施
策
、
安
心
・

安
全
な
快
適
環
境
の
村
づ
く
り
の
項
目

の
中
で
、
自
然
・
原
子
力
災
害
対
策
の

推
進
及
び
消
防
・
防
災
機
能
の
充
実
の

両
主
要
取
組
み
の
経
過
並
び
に
現
状
を

伺
い
ま
す
。

答
第
５
次
川
内
村
総
合
計
画

の
取
り
組
み
つ
い
て　

で

あ
り
ま
す
が
、基
本
施
策
の
一
つ
に「
安

心
・
安
全
な
快
適
な
村
づ
く
り
」
が
掲

げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
ず
、
自
然
・

原
子
力
災
害
対
策
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
平
成

27
年
度
に
村
地
域
防
災
計
画
の
一
般
災

害
対
策
及
び
震
災
対
策
に
つ
い
て
見
直

し
を
行
う
と
と
も
に
、
新
た
に
原
子
力

災
害
対
策
編
を
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
原
子
力
災
害
対
策
の
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

平
成
26
年
に
原
発
事
故
を
想
定
し
た
住

民
避
難
訓
練
の
反
省
点
を
踏
ま
え
、
訓

練
内
容
の
評
価
を
行
い
、
課
題
を
洗
い

出
し
て
改
善
に
向
け
て
検
討
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
ま
た
、
福
島
第
１
原
子
力

発
電
所
廃
炉
に
向
け
た
措
置
状
況
に
つ

い
て
は
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
か
ら
廃

炉
に
係
る
中
長
期
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
状

況
に
つ
い
て
毎
月
報
告
を
受
け
、
安
全

で
適
正
な
作
業
工
程
等
に
つ
い
て
監
視

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
自
然
災

害
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
３
月
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こ
こ
が

聞
き
た
い　

議
員

８
名
が
登
壇

に
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
を
記
載
し
た

「
防
災
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
、
全
戸
に

配
布
し
危
険
個
所
を
周
知
す
る
と
と
も

に
、
災
害
発
生
時
に
お
け
る
要
支
援
者

名
簿
を
作
成
し
、
支
援
者
の
把
握
と
避

難
誘
導
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
昨
年
２
月
に
は
全
職

員
を
対
象
に
、
抜
き
打
ち
に
よ
る
非
常

招
集
訓
練
を
実
施
し
、
災
害
発
生
時
に

お
け
る
迅
速
か
つ
的
確
な
初
動
体
制
に

つ
い
て
再
確
認
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

次
に
、
消
防
・
防
災
機
能
の
充
実
に

つ
い
て　

で
あ
り
ま
す
が
、震
災
以
降
、

若
年
層
の
帰
還
が
進
ま
ず
、
消
防
団
員

数
が
減
少
し
て
い
る
現
状
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
平
成
30
年
度
に
各
分
団
の
適
正

な
組
織
づ
く
り
の
た
め
消
防
団
組
織
の

再
編
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
定
年
年

齢
を
63
歳
未
満
ま
で
延
長
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
消
防
機
能
の
充

実
を
図
る
た
め
、
防
火
水
槽
等
の
消
防

設
備
や
高
機
能
ポ
ン
プ
自
動
車
及
び
消

防
敷
材
を
計
画
的
に
導
入
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
消
防
防
災
訓
練
に

つ
き
ま
し
て
は
、
双
葉
地
方
消
防
本
部

が
主
催
す
る
「
消
防
団
と
連
携
し
た
大

規
模
火
災
対
応
訓
練
」
等
に
積
極
的
に

参
加
し
、
操
法
技
術
の
向
上
、
知
識
の
習

得
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
新
年
度
に
お
い
て
は
、
昨
年

の
台
風
19
号
災
害
で
住
宅
浸
水
し
た
箇

所
を
明
示
し
た
マ
ッ
プ
を
配
布
し
、
注

意
喚
起
を
行
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
、
ま
た
、
不
足
す
る
団
員
確
保
の
た

め
、
正
規
団
員
の
ほ
か
、
消
防
団
員
経

験
者
や
村
内
事
業
所
に
勤
務
す
る
方
を

新
た
に
「
機
能
別
消
防
団
員
」
と
し
て

消
防
団
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
組
織

の
充
実
を
図
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

高野政義議員

川
内
村
民
の
健
康
に
つ
い
て

質
１
．
健
康
診
査
の
受
診
率
に

つ
い
て

　

村
の
国
民
健
康
保
険
特
定
健
康
診
査

及
び
ガ
ン
検
診
の
受
診
率
に
つ
い
て
、

お
伺
い
し
ま
す
。
ま
た
、
受
診
率
を
上

げ
る
た
め
に
、
ど
の
様
な
対
策
を
実
施

し
て
い
る
の
か
、
お
伺
い
し
ま
す
。

２
．
健
康
寿
命
に
つ
い
て

　

福
島
県
で
は
、
不
健
康
な
生
活
習
慣

を
持
つ
方
の
割
合
が
高
く
健
康
寿
命

が
、
全
国
平
均
よ
り
も
短
く
な
っ
て
い

る
と
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、
村
の
状
況

に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

３
．
川
内
村
健
康
増
進
計
画
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
度
か
ら
10
年
間
を
計
画
期

間
と
し
て
、
立
派
な
計
画
書
が
策
定
さ

れ
て
い
る
が
、
村
民
の
意
識
を
高
め
る

た
め
に
も
各
家
庭
に
配
布
す
べ
き
と
思

い
ま
す
が
、
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

ま
た
、
目
標
達
成
の
た
め
に
、
ど
の
様

な
取
組
み
を
実
施
し
て
い
る
の
か
、
お

伺
い
し
ま
す
。

答
川
内
村
民
の
健
康
に
つ
い

て　

で
あ
り
ま
す
が
、
健
康

を
考
え
る
上
で
健
康
診
査
は
、
病
気
を

早
期
発
見
し
、
早
期
治
療
に
つ
な
げ
る

他
、
健
診
結
果
か
ら
生
活
習
慣
を
改
善

し
、
病
気
を
予
防
す
る
目
的
も
あ
り
、

自
分
自
身
の
健
康
を
守
る
た
め
に
定
期

的
な
受
診
が
大
変
重
要
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

１
点
目
の
健
康
診
査
の
受
診
率
に
つ

い
て
で
す
が
、
29
年
度
の
村
が
保
険
者

で
あ
る
国
保
の
特
定
健
康
診
査
の
受
診

率
は
53
・
43
％
で
、
福
島
県
市
町
村
平

均
の
41
・
89
％
よ
り
高
く
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

が
ん
検
診
に
つ
き
ま
し
て
は
、
受
診

率
を
算
出
す
る
際
の
対
象
者
の
と
ら
え

方
に
差
が
あ
る
た
め
、
他
と
の
比
較
す

る
た
め
に
国
が
定
め
る
検
診
対
象
年
齢

の
総
人
口
に
対
す
る
受
診
率
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

・
肺
が
ん
検
診　

村
40
・
81
％
、
県

平
均
17
・
19
％　

・
胃
が
ん
検
診　

村

14
・
67
％　

県
平
均
16
・
98
％　

・
大

腸
が
ん
検
診　

村
24
・
34
％　

県
平
均

14
・
27
％　

・
乳
が
ん
検
診　

村
47
・

３
％　

県
平
均　

16
・
３
％
で
、
胃
が

ん
検
診
を
除
く
が
ん
検
診
は
い
ず
れ
も

県
平
均
よ
り
も
高
い
受
診
率
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

本
村
の
村
民
の
方
は
、
健
康
に
対
す

る
意
識
は
比
較
的
高
い
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
更
に
受
診
率
を
上
げ
る
対
策
に
つ

い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
各
区
の
保
健
協

力
員
に
よ
る
受
診
勧
奨
を
行
う
と
と
も

に
、
特
定
健
康
診
査
・
婦
人
が
ん
検
診

で
は
、
対
象
者
全
員
に
受
診
録
と
受
診

勧
奨
の
チ
ラ
シ
を
送
付
し
、
そ
の
他
の

が
ん
検
診
に
つ
き
ま
し
て
は
、
初
め
て

が
ん
検
診
対
象
者
と
な
る
40
歳
の
方
に

が
ん
検
診
の
案
内
と
受
診
勧
奨
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
送
付
し
て
お
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
大
腸
が
ん
検
診
に
お
い
て
は
、

前
年
度
受
診
者
と
国
保
の
特
定
健
診
対

象
者
全
員
に
検
査
容
器
を
送
付
し
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
受
診
機
会
を
確
保
す
る
た
め

に
、
集
団
検
診
を
受
診
で
き
な
か
っ
た
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こ
こ
が

聞
き
た
い　

議
員

８
名
が
登
壇

方
や
県
外
に
避
難
さ
れ
て
い
る
方
に

は
、
契
約
医
療
機
関
で
の
個
別
検
診
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
が
ん
検
診
の
重
要
性
に
つ

い
て
周
知
し
、
多
く
の
住
民
の
皆
様
に

受
診
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

次
に
、
二
つ
目
の
健
康
寿
命
に
つ
い

て
で
あ
り
ま
す
が
、
福
島
県
で
は
、
65

歳
を
過
ぎ
て
要
介
護
２
以
上
に
な
ら

ず
、
健
康
に
過
ご
せ
る
期
間
が
何
年
あ

る
か
を
算
出
し
た
健
康
寿
命
の
指
標

「
お
達
者
度
」
を
公
表
し
て
お
り
ま
す
。

川
内
村
の
よ
う
に
人
口
規
模
の
小
さ
い

市
町
村
（
人
口
１
２
，
０
０
０
人
未

満
）
で
は
、
わ
ず
か
な
死
亡
数
の
違
い

で
数
値
が
大
き
く
変
動
す
る
可
能
性
が

高
く
、
算
定
に
は
適
さ
な
い
た
め
に
参

考
値
と
し
て
公
表
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

２
０
１
６
年
公
表
で
は
、
男
性
の
福

島
県
の
65
歳
時
の
平
均
余
命
は
18
・
77

年　

川
内
村
21
・
29
年
、　

健
康
な
期

間
の
平
均
「
お
達
者
度
」
は
、
福
島
県

17
・
14
年
・
川
内
村
19
・
30
年
、
健
康

な
期
間
が
65
歳
時
の
平
均
余
命
に
占
め

る
割
合
は
福
島
県
91
・
３
％
・
川
内
村

が
90
・
６
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

女
性
の
福
島
県
の
平
均
余
命
は
、
福

島
県
23
・
63
年
・
川
内
村
23
・
96
年

で
、
お
達
者
度
は
福
島
県
が
、
20
・
31

年
・
川
内
村
が
19
・
80
年
、
健
康
な
期

間
が
65
歳
時
の
平
均
余
命
に
占
め
る
割

合
は
、
福
島
県
85
・
９
％
・
川
内
村
が

82
・
６
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

比
較
の
目
安
と
し
て
、「
健
康
な
期

間
が
65
歳
余
命
に
占
め
る
割
合
」
で
の

対
比
が
推
奨
さ
れ
て
お
り
、
川
内
村
の

男
性
は
県
水
準
並
み
、
女
性
は
県
平
均

よ
り
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。つ
ま
り
、

女
性
は
要
介
護
２
以
上
に
な
る
の
が
早

く
、
要
介
護
２
以
上
の
方
が
多
い
傾
向

で
あ
る
た
め
、
不
健
康
な
期
間
が
県
平

均
よ
り
も
長
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
健

康
寿
命
の
延
伸
に
向
け
て
、
若
い
う
ち

か
ら
の
健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
事
業

に
さ
ら
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

　

３
点
目
の
川
内
村
健
康
増
進
計
画
に

つ
い
て　

で
あ
り
ま
す
が
、
村
で
は
、

い
つ
ま
で
も
そ
の
人
ら
し
く
い
き
い
き

と
し
た
生
活
が
送
れ
る
こ
と
を
目
標
と

し
、
平
成
30
年
度
か
ら
10
年
間
を
計
画

期
間
と
し
た
健
康
増
進
計
画
を
平
成
30

年
３
月
に
策
定
い
た
し
ま
し
た
。
子
育

て
・
食
・
運
動
・
こ
こ
ろ
・
口
腔
・
ア

ル
コ
ー
ル
・
た
ば
こ
・
介
護
予
防
・
放

射
線
の
９
分
野
に
お
い
て
重
点
目
標
を

掲
げ
、
目
標
に
沿
っ
た
取
り
組
み
を
記

載
し
て
お
り
ま
す
。
議
員
の
ご
指
摘
の

と
お
り
、
各
家
庭
に
配
布
し
て
お
り
ま

せ
ん
で
し
た
の
で
、
次
年
度
に
は
、
住

民
の
皆
様
に
分
か
り
や
す
い
概
要
版
を

作
成
し
、
各
家
庭
に
配
布
さ
せ
て
い
た

だ
く
予
定
で
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
目
標
達
成
の
た
め
の
主
な
取

り
組
み
で
あ
り
ま
す
が
、
食
に
お
い
て

は
、
健
康
長
寿
の
た
め
の
減
塩
＆
野
菜

を
食
べ
よ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、

食
生
活
改
善
推
進
員
と
連
携
し
健
診
や

サ
ロ
ン
等
で
の
情
報
提
供
や
試
食
・
学

校
と
連
携
し
た
食
育
教
育
・
ふ
く
し
ま

健
民
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
健
康
な
食
習

慣
の
取
り
組
み
の
支
援
な
ど
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

　

運
動
に
お
い
て
は
、
気
軽
に
楽
し
く

身
体
を
動
か
す
習
慣
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
、
健
診
時
や
健
診
結
果
返
却
会
の

場
に
お
け
る
専
門
職
に
よ
る
運
動
の
方

法
の
紹
介
と
体
験
・
プ
ー
ル
を
利
用
し

た
運
動
教
室
・
健
民
カ
ー
ド
を
利
用
し

た
運
動
習
慣
の
定
着
化
を
図
っ
て
お
り

ま
す
。

　

介
護
予
防
に
お
い
て
は
、
生
涯
元
気

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
地
域
で
の
見

守
り
や
支
え
あ
い
・
介
護
予
防
に
つ
い

て
の
情
報
提
供
や
高
齢
者
の
方
が
地
域

と
つ
な
が
り
生
き
が
い
を
持
っ
て
生
活

で
き
る
よ
う
通
い
の
場
づ
く
り
の
リ
ー

ダ
ー
育
成
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
一
人
ひ
と
り
が
そ
の
人
ら

し
く
い
き
い
き
と
し
た
生
活
が
送
れ
る

よ
う
、
個
人
・
家
庭
・
地
域
・
関
係
機

関
・
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
り
を
担

い
な
が
ら
、
社
会
全
体
で
健
康
づ
く
り

を
推
進
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
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令和２年　第１回臨時会
１月30日開催

『令和元年度補正予算２会計及び工事請負契約・

変更契約の締結』の４議案が可決成立

　令和２年第１回議会臨時会は、１月30日開催された。今臨時会では、令和元年川内村

一般会計補正予算、令和元年度川内村国民健康保険事業勘定特別会計補正予算、工事請負

契約の締結及び工事請負変更契約の締結について　の４議案が審議され、原案どおり可決

成立した。

◆議案第１号　令和元年度　川内村一般会計補正予算
　	　台風19号による災害復旧予算など８億5,233万５千円を増額し、予算総額を97億

6,659万５千円と定めた。

◆議案第２号　令和元年度　川内村国民健康保険事業勘定特別会計補正予算
　　被保険者の給付費など4,000万円を増額し、予算総額を５億141万７千円と定めた。

◆議案第３号　工事請負契約の締結について（第47号　川内村野菜栽培施設建設工事）

　	　第７行政区、東山地区にイチゴを周年で栽培できる施設を建設するため工事請負契

約を締結した。

　　受注者　福島市本内字南街道道下１番地１

　　株式会社　ニーズ　代表取締役　三瓶　浩徳

　　契約額　203,060,000円　完成期日　令和２年３月31日

◆議案第４号　工事請負変更契約の締結について
　	　（第26号　川内村認定こども園地中熱利用空調設備導入事業）

　	　川内村認定こども園地中熱利用空調設備導入事業にかかる工期を平成31年３月31日

まで変更する工事請負変更契約の締結

可決された議案と内容
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議会ホームページもご覧ください

議会議員の紹介、議会構成、議会日程、議会だよりはもちろん、

議会内容を記録した会議録も見られます。ぜひご覧ください。

http://www.kawauchimura.jp/page/dir000045.html

川内村議会

請
願
と
陳
情
の
方
法
は…

　

近
年
、
請
願
や
陳
情
が
増
え
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
請
願
書
や
陳

情
書
は
議
会
に
提
出
す
る
公
式
な

書
類
で
す
か
ら
、
法
律
的
に
定
め

ら
れ
た
要
件
を
満
た
し
て
い
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
形
式

的
要
件
と
い
い
、
こ
の
要
件
を
満

た
し
て
い
な
い
た
め
受
理
さ
れ
な

い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
の
で
、
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

◆
請
願
書
の
書
き
方

①
表
紙
に
請
願
の
表
題
と
紹
介
議

　員
の
証
明
捺
印

②
次
頁
か
ら
件
名
、
請
願
の
趣
旨

　（理
由
）、
請
願
年
月
日
、
請
願

　者
の
住
所
氏
名
（
請
願
者
は
複

　数
で
も
可
）
捺
印

③
最
後
に
、
議
会
議
長
〇
〇
〇
様

　と
記
載
す
る

　以
上
の
形
式
的
要
件
を
ひ
と
つ

で
も
欠
い
て
い
る
場
合
は
、
受
理

さ
れ
ま
せ
ん
。

　な
お
、
受
付
の
締
切
り
は
、
各

定
例
議
会
開
催
月
の
前
月
末
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
村
の
定
例
議
会

の
開
催
月
は
三
月
、
六
月
、
九
月
、

十
二
月
で
す
か
ら
、
締
切
り
は
二

月
、
五
月
、
八
月
、
十
一
月
の
各

月
末
と
な
り
ま
す
。

　

◆
陳
情
書
の
書
き
方

　陳
情
書
に
は
議
員
の
紹
介
は
い

り
ま
せ
ん
。
そ
の
他
に
つ
い
て
は

請
願
書
と
同
じ
で
す
。
な
お
、
陳

情
は
議
員
で
の
採
択
は
さ
れ
な
い

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

な
る
べ
く
請
願
で
出
す
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

　◆
様

　式

　請
願
書
は
次
の
様
式
で
作
成
し

て
く
だ
さ
い
。

令
和


